
通常の学級に在籍する発達障害の特性のある生徒が

学び方を選べる授業づくり
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普通学級において知的な遅れはないものの学習面

又は行動面で著しい困難を示す児童生徒の割合

（令和４年度 文部科学省全国調査 小・中合わせて）

（現在の勤務校 令和５年度調査）
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授業で目指す姿

学び方を選べる授業

配慮のない状態
平等だが

配慮が不足した状態

個別に公平な配慮が
行われた状態

全員にとって
学びやすい環境



目標達成へ向けた「学び方の違い」
(※ Check)

(※ My Goal)



「学び方を選べる授業」

指導者の工夫

教材の工夫

言葉掛けの工夫

授業ＵＤ化
一斉授業において
誰もが学習に取り組み学
習目標の達成を目指せる
ようにするための
授業づくり

【指導者主体】

「授業UD化」→授業のユニバーサルデザイン化 (日本授業UD学会による）



教材の工夫（具体例）
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言語優位聴覚優位視覚優位

〇タブレット端末による
①本時の目標
②活用する技能
③時間配分
④活動内容

を明記した
My Goalの配布

〇掲示・配布内容の
音声による伝達

〇黒板への掲示
①本時の目標
②活用する技能
③時間配分
④活動内容

時間配分の明示
・

与える情報の精選

〇色付けしたワークシート
の役割別の名付け

（例）①黄色→会話練習
(Q and A ）

②青 →新出単語
(New Words)
③緑 →重要語句
(Daily Phrases）

〇ワークシートの色と
その名付けによる
使用するシートの音声指示

〇使用するワーク
シートの色分け

(例）①黄色
②青
③緑

視覚教材の工夫
・

学習ルールの明示



「学び方を選べる授業」

オプションを活用した
「子どもの学び本位」
の授業づくり

【学習者主体】

ＵＤＬ

「UDL」 →学びのユニバーサルデザイン化 (CAST (アメリカの非営利教育研究開発団体）による)

選択肢

自分が目指すべき目標

自分が使いやすい教材

自分が学習しやすい環境
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選択肢の具体例
学習に向かいやすい

目標
学習しやすい

教材学習相手学習しやすい
環境

本時の目標に対応した
自己目標

認知特性に合わせた
使いやすい教材

自分が力を発揮しやすい相手教室内の任意の場所



ＤＩＳＣ（Diversity Inclusion System Class)

「学び方を選べる授業」

「授業UD化」→授業のユニバーサルデザイン化 (日本授業UD学会による）
「UDL」 →学びのユニバーサルデザイン化 (CAST (アメリカの非営利教育研究開発団体）による)

指導者の工夫

教材の工夫

言葉掛けの工夫

授業ＵＤ化
一斉授業において
誰もが学習に取り組み学
習目標の達成を目指せる
ようにするための
授業づくり

【指導者主体】

オプションを活用した
「子どもの学び本位」
の授業づくり

【学習者主体】

ＵＤＬ

選択肢

自分が目指すべき目標

自分が使いやすい教材

自分が学習しやすい環境



DISC授業の中でのUDL・授業UD化
授業UD化選べること（UDL)学習活動時間

・時間配分の明示
・与える情報の精選
・学習ルールの明示

・帯活動の目標に対応するMy Goal
・学ぶ場所
・学ぶ相手
・(重点的に)学ぶ語句

・帯活動（ペアワーク）
①単元の語句練習
②会話練習
③日常単語練習

10分

・時間配分の明示
・視覚教材の工夫

・本時の目標に対応するMy Goal
・学ぶ場所
・学ぶ相手
・学ぶ順番
・目標達成度の自己評価

・音読練習
・録音30分

・時間配分の明示
・学習ルールの明示・本時の目標に対応するMy Goal

・録音した範囲の内容理解
（ワークシートで２〜３問出題）

※知・技の評価
10分
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「帯活動」でのDISCの実際



DISC（『読むこと』の場合）
授業UDとの関わり学び方を選べる具体学習活動時間

・時間配分の明示
・与える情報の精選
・学習ルールの明示

・帯活動の目標に対応するMy Goal
・学ぶ場所
・学ぶ相手
・(重点的に)学ぶ語句

・帯活動（ペアワーク）
①単元の語句練習
②会話練習
③日常単語練習

10分

・時間配分の明示
・視覚教材の工夫

・本時の目標に対応するMy Goal
・学ぶ場所
・学ぶ相手
・学ぶ順番
・目標達成度の自己評価

30分

・時間配分の明示
・学習ルールの明示・本時の目標に対応するMy Goal・ Check

・振り返り10分

【読む】授業
・音読
・内容理解
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「音読」でのDISCの実際

教材：教科書本文の見本が入った「音声シート」
→速度を変更することができる。

ヘッドセットを使用し個人で何度でも
聞き直すことができる。

①「録音シート１枚目」（教科書の本文）
②「録音シート２枚目」（付箋で新出単語を隠したシート）
③「録音シート３枚目」（ストーリーの中心となるフレーズを隠したシート）
④「録音シート４枚目」（日本語で本文の要約がされたシート）
⑤「録音シート５枚目」（本文の場面スライド）
時間内に自分ができるところまでのシートに英語を録音し提出する。
時間内（３０分間）は、教室内であれば「場所・学習相手・挑戦するシート・
順番・費やす時間」を自由に選ぶことができる。



My Goal
Check
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音読チェック（Unit〇-△）

A ：Bの評価を満たし、すべてのカードの音読を録音できる。
⑤は教科書など何も見ずに録音できた。

B+  :カード①～④の音読を録音できている。
1枚目の音読で読み方の間違いが７つ以内である。

B :カード①～③の音読を録音できている。
1枚目の音読で読み方の間違いが７つ以内である。

B- :カード①②の音読を録音できている。
1枚目の音読で読み方の間違いが７つ以内である。

C :カード①の音読を録音できている。



☆「My Goal」

☆「 check」
↓

「フィードバック」

☆『聞くこと』『読むこと』を通した「活用・思考」

☆『読むこと』に関する「表現」

【目標達成へ向けて選べる学び方】
・音声を繰り返し聞ける。
・繰り返し練習できる。
・周りの人と相談できる。
・目標を決めて取り組める。

【目標達成へ向けて選べる学び方】
・何度も挑戦できる。
・聞き直して確認できる。
・録音したものを聞き直せる。

授業のサイクル

〇配布された教材をもとに録音へ向けた準備を行う。

〇時間内に自分のペースで録音を(繰り返し)行う。

音読チェック（Unit〇-△）

A ：Bの評価を満たし、すべてのカードの音読を録音できる。
⑤は教科書など何も見ずに録音録音できた。

B+  :カード①～④の音読を録音できている。
1枚目の音読で読み方の間違いが７つ以内である。

B :カード①～③の音読を録音できている。
1枚目の音読で読み方の間違いが７つ以内である。

B- :カード①②の音読を録音できている。
1枚目の音読で読み方の間違いが７つ以内である。

C :カード①の音読を録音できている。



音読の達成状況

７回目６回目５回目４回目３回目２回目１回目特性焦点化生徒

cccccc未提出中度発達遅滞
多動傾向生徒ア

cc授業後に提出cccc
注意欠如
言葉での指示が通りにくい生徒イ

b-授業後に提出授業後に提出授業後に提出cb授業後に提出言葉での指示が通りにくい生徒ウ
c授業後に提出cc授業後に提出授業後に提出授業後に提出文字での指示が通りにくい生徒エ
ab+b+b+b+b+b学力A層生徒オ
c欠欠欠欠欠欠長欠傾向生徒カ

生徒ア： すべて達成はCだが，B-やBに近づいている。
◎練習時間の増加
◎ 7回目は授業中に録音のやり直しをする姿

生徒エ： 前の授業が移動教室の時に授業内に
間に合わない傾向が見られた。
7回目は言葉がけを行うと、移動教室後の授業でも
スムーズに取り組み始めることができた。

音読チェック（Unit〇-△）

A ：Bの評価を満たし、すべてのカードの音読を録音できる。
⑤は教科書など何も見ずに録音録音できた。

B+  :カード①～④の音読を録音できている。
1枚目の音読で読み方の間違いが７つ以内である。

B :カード①～③の音読を録音できている。
1枚目の音読で読み方の間違いが７つ以内である。

B- :カード①②の音読を録音できている。
1枚目の音読で読み方の間違いが７つ以内である。

C :カード①の音読を録音できている。



DISC（『書くこと』の場合）
授業UDとの関わり学び方を選べる具体学習活動時間

・時間配分の明示
・与える情報の精選
・学習ルールの明示

・帯活動の目標に対応するMy Goal
・学ぶ場所
・学ぶ相手
・(重点的に)学ぶ語句

・帯活動（ペアワーク）
①単元の語句練習
②会話練習
③日常単語練習

10分

・時間配分の明示
・視覚教材の工夫

・本時の目標に対応するMy Goal
・学ぶ場所
・学ぶ相手
・学ぶ順番
・目標達成度の自己評価

30分

・時間配分の明示
・学習ルールの明示・本時の目標に対応するMy Goal・振り返り10分

【書く】授業
・テーマを理解し

意見を書く
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「意見文を書く活動」でのDISCの実際

教材：ワークシート
→設定した目標によって「自分だけで行う」か

「指導者や友人の助けを求めるか」
「どの教材を使って行うか」を決めることができる。

①「教科書 関連ページ（教科書表現の活用）」
②「帯活動シート（新出単語）」
③「帯活動シート（重要語句）」
④「帯活動シート（会話練習）」

時間内に自分の目標に合わせて書く活動を行い、ワークシートを提出する。
時間内（３０分間）は教室内であれば「場所・学習相手・挑戦する目標（変更可）
・順番・参考にする教材」を自由に選ぶことができる。



My Goal
↓
Check
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☆「My Goal」

☆「Check」+「フィードバック」

☆『聞く』『読む』を通した「活用・思考」

☆『書くこと』に関する「得た考えの表現」

【目標達成へ向けて選べる学び方】
・自分の目標に合わせて
取り組むことができる。

・繰り返し質問ができる。
・周りの人と相談できる。

【目標達成へ向けて選べる学び方】
・目標に合わせて挑戦できる。
・帯活動で得た知識を含む
様々な教材を使うことができる。

授業のサイクル

〇自分に合った目標のもと、テーマを理解し考えをまとめる。

〇自分に合った目標のもと作文をする。



作文でのMy Goal選択から評価まで

２回目
指導者評価

２回目
Self Check

２回目
My Goal

１回目
指導者評価

１回目
Self Check

１回目
My Goal

特性焦点化生徒

CABCCC
中度発達遅滞
多動傾向生徒ア

CCBCCC
注意欠如
音声での指示が通りにくい生徒イ

B-B-B → B-BBB音声での指示が通りにくい生徒ウ
B-B-B → B-CBB文字での指示が通りにくい生徒エ
AAAAAA学力A層生徒オ
CB-B → B-CCC長欠傾向生徒カ

【第1回→第2回】
生徒ア） 活動を理解し自ら質問する回数が増えた。

【第2回】
生徒ウ・エ）活動を続けることで適切な目標を判断できた。
生徒イ） 音声での指示だけでは不十分であり目標設定が

うまくいかない様子が見られた。

※評価規準に着目したMy Goalの調整が今後も必要である。



研究の
成果と課題
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生徒アンケートより

【学習者が考える「指導者による説明」「学習方法の選択」】
・自由が多いことだけが望ましいわけではなく、指導者による適切な導き(伴走)は不可欠である。
・活動中に指導者が行うアドバイスや個別の支援が、学習者の目標達成のきっかけとなる場合もある。
・「自由に時間を使える授業」ではなく「これなら頑張れそうだと思える授業」

が『学び方を選べる』ことの本質ではないか。



成果と課題（全体）

実践後の聞き取りより
（1/14~1/15に実施）(※N=36)

〇My Goalを選べたことについては
８８％の生徒が肯定的であった。

〇残りの１２％の生徒は学習方法を
選択することには肯定的だが与え
られた方法で学習することを望み
「授業の目標を完璧に達成したい」
と答えていた。

〇聴覚・視覚・言語から情報を得る
ことを好むとする生徒の他に、
全体の37％の生徒は「体験や体感」
を通して情報を得ることを好むと
答えた。

44％ 46％

11％ 17％ 35％



実践を通した学習者の姿（生徒ア）

◎目標の選択による授業参加

△目標の理解度による参加度合の差異

◎学びやすい方法の選択とパターン化
された授業による落ち着き

△変更や初めての活動に対する不安

◎周囲の理解

△周囲の理解



◎自信がもてる教材の発見

△個別支援の優位性

◎目標設定の開示と周囲のサポート

△目標設定基準の曖昧さによる混乱

◎本時の目標の達成

△学習した内容の長期的な定着

実践を通した学習者の姿（生徒イ）



◎パターン化された授業であること
による授業参加のしやすさ

△学習方法の選択には慣れが必要

◎個別指導の時間確保

△個別指導の優位性

◎目標が選べることによる安心感

△目標の選び方の不安定さ

実践を通した学習者の姿（生徒カ）※長欠傾向



継次処理の学び方

授業づくり

◎自分の認知特性への理解と
生徒の特性と自分の特性の違い
を理解した授業づくり

△自身の特性の表出

◎アセスメントの深化
「生徒の困り」

→「特性の違いによるバリア」

△自由進度学習との差異
他教科・領域への応用

成果と課題（指導者の変容）



まとめ

１、学習者の特性がMy Goalとつながったとき
学習者は安心して学ぶことができていた。

２、DISCは形を変えて様々な教科・領域で活用することが
できると考えられる。

３、「学び方を選ぶこと」を選ばない生徒がいることにも
留意する必要がある。

授業づくりの中心の１つがMy Goalの作成となる。

授業ごとの生徒の様子を観察するため、ワークシート等の記述が重要である。

子どもが安心できる『説明』も大切である。



通常の学級に在籍する発達障害の特性のある児童生徒が

学び方を選べる授業づくり
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